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｢日本点字表記法２００１年版｣ 改訂内容解説６

１０．点字情報処理用記号の使い方

＜表記法 第２章 第３節 １５．p27 第４章 第５節 ７．p77 ＞

ホームページやＥメールのアドレスなどを表す場合、どう書いていいの

か困りますよね。それもちゃんと載るようになります。

「情報処理用点字のナチュラル表記を用いる」とありますが、簡単に言えば、

単独大文字符（）直後の大文字１個だけに有効（一般の大文字符と同じ）

連続大文字符（）後ろを大文字状態にする（一般の二重大文字符と同じ）

小文字フラグ（）後ろを小文字状態にする（一般の外字符と同じ）

数字フラグ（）後ろを数字状態にする（一般の数符と同じ）

ここまでは、一般の表記とあまり変わりない使い方と言えます。ナチュラル表

記では基本状態が小文字状態になりますので、大文字の所を気を付けます。また、

要注意なのが数字の後です。（ドット・ピリオドの後は数字の継続とみなし、数

字の後のａ～ｊはもう一度小文字フラグを前置する必要があります。）

まずは特有の記号のうち次の項目だけ知っていれば、通常のアドレスなどは書

けるでしょう。これらの書き表し方は、生徒にも是非教えてあげてください。

①内部が情報処理用点字で書かれていることを示す囲み符号(～)で前

後を囲みます。

②スラッシュ／は、を使います。（分数線と同じ形）

③｢：｣はを使います。ただし、ホームページの http の後の｢：｣はこれを使
いますが、E-mail のあとの｢：｣などのように、説明の小見出し符的に使ってある
ものは、情報処理用点字の：()は使いません。マスあけで処理しましょう。

④ドット（．）はです。これは一般の表記のピリオドと同じですが、情報処

理用点字表記ではピリオドは数字の継続と見なすという特別なルールがありま

す。そのため、数字＋ピリオド＋小文字のａ～ｊの順に続くときは、ａ～ｊが数

字の１～０と区別が付かないので、アルファベットの前に小文字フラグ（）を

前置しなければなりません。

⑤アットマーク＠はです。



⑥オーバーライン（‾）とチルダ（～）は墨字での表現は異なりますが、情報処

理用記号として同一ですので、点字ではどちらも同じを用い、アンダーバー

＿はを使います。また、ハイフンはを使います。

⑦アドレスが長くて一行に書ききれないときは、２行目以降の行頭に行継続符

()④の点を書いてから続けます。どこで行移しをするかは、まとまり毎の区切

れ目で行移しをするとわかりやすく、二マスからなる点字記号の途中や状態変更

のフラグの直後では行わない。

⑧アドレスに漢字やカナなどが含まれる場合は、情報処理用点字の日本語囲み

符号（～）の中に日本語の部分を通常の表記で書く。

<例１> http://www.mext.go.jp/a-menu/shougai/21plan/index.htm


ｈｔｔｐ ： ／／ｗｗｗ．ｍｅｘｔ．ｇｏ．ｊｐ／



ａ－ｍｅｎｕ／ｓｈｏｕｇａｉ／ ２１ｐｌａｎ／ｉｎｄｅｘ．



ｈｔｍ

<例２> http://www.foo.or.jp/～ yamada/HTML001.htm


ｈｔｔｐ： ／／ｗｗｗ．ｆｏｏ．ｏｒ．ｊｐ／



～ ｙａｍａｄａ／ ＨＴＭＬ ００１． ｈｔｍ

(上チルダ） （連続大文字符） （数字＋ドット＋＋ｈに注意）

<例３> E-mail:k_ishikawa@d1.t-tenji.ne.jp


Ｅ－ｍａｉｌ ： ｋ ＿ ｉｓｈｉｋａｗａ



＠ｄ １ ．ｔ－ｔｅｎｊｉ．ｎｅ．ｊｐ

（数字＋ドット＋ｔだからは付けない）

E-mailは単なる英単語ですから外国語引用符でくくり、その後を１マスあけて、
次の情報処理用囲み符号と区別しています。ところで、コロン（）は日本文

中では第２小見出し符として使われているものです。ですから、こだわれば E-mail
の後に第２小見出し符として＊＊を使いたくなるかもしれませんが、情報処

理用と紛らわしいので、ここでは使わずにマスあけに代えます。

さらにこのコロンは、英文中の記号ではですが、これは日本文中でも情報処

理用点字にも使われません。便利帳の記号一覧のところで見つけたからといって

喜んで使わないようにしましょう。


